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ソーシャルネットワークサービス（SNS)は、瞬く間に大衆向けのコミュニケーション
手段に成長し、人々が互いに接する方法に直接的な衝撃を与えた。過去20年間で特にゆ
とり世代 (27-40歳)、とさとり世代 (18-21歳)はテクノロジーの急激な進化の影響を受け  
たと言える。どちらの世代もSNSに関しての経験が豊富であり、この研究の目的である
現在のアメリカと日本において、SNSがどのようにゆとり世代とさとり世代のコミュニ
ケーションに影響を及ぼしているかを追求する鍵となっている。様々な年齢層に対して
行われたアンケート調査を通して、私達はゆとり世代とさとり世代のSNSの利用方法に
関する特性を定義する要因を模索した。この研究結果によると、アメリカのゆとり世代
よりさとり世代のほうが日常生活を通してSNSに依存していると言う事がわかった。
又、日本のさとり世代とゆとり世代はSNSを予想よりも少なく使っている。これはエン
ターテインメントのためではなく、個人的な目的の為に使っていた事もわかった。さら
に、さとり世代は恋愛関係を育む為やデートに誘う為にSNSを使うことに対してあまり
違和感を感じていない。また、我々のデータによると、日本よりアメリカのゆとり世代
とさとり世代の方がSNSを高く評価している。そして、SNSが人々のコミュニケーショ
ンに対する考え方を変えたり、人々の自己表現方法になっており、SNSがコミュニケー
ションにおいて重要な役割を持っていることも明らかになった。 
 

 
要旨 

 
はじめに 

ソーシャルネットワークサービス（SNS)は、ゆとり世代 (27-40歳)とさとり世代 
(18-21歳)のライフスタイルに大きな影響を与えている。テクノロジーの急激な進化は
SNSの広がりを後押しし、今やSNSは世界中で様々な人々に使用されるまでになっ
た。SNSはコミュニケーションを容易にしている反面、個人情報の悪用や若者のコ
ミュニケーション力の低下などマイナスの側面も指摘されている。SNSの使用経験が
豊富なアメリカと日本のゆとり世代とさとり世代は実際のところSNSをどのように自
分たちのコミュニケーションに影響をうけているのあろうか。 
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1. 研究の重要性  
SNSは日常生活において私達のコミュニケーションの基盤になっている。SNS

で連絡するのは絵文字やスラングが世代による変わって来ており、メールでのコミュニ

ケーションの取り方もより複雑になってきている、そしてもしSNSを上手く使うこと
ができたら誰とでもコミュニケーションが取りやすくなると思う。この研究では私たち

はゆとり世代、さとり世代としてコミュニケーションに影響しているかを探りたいと考

えた。 
 
2. 研究質問 

これは私たちの研究質問であり。 
1) ゆとり世代とさとり世代でSNS上のコミュニケーションはどのように異なる
か。 

2) コミュニケーションにおいてSNSはゆとり世代とそれ以後の世代にどのような
役割をはたしているか。 

 
3. 研究背景 
 
3.1.　ゆとり世代とさとり世代の定義 

ゆとり世代（ミレニアル世代）とは1981年から1996年までに生まれた人を指
す。さとり世代とは1997年から2012年までに生まれた人を指す。ただし、いくつかの
研究によると、ゆとり世代とさとり世代の区別は難しいと言われている 
（Dimmock, 2019）。 
 
3.2.　SNSの定義 

Griffithsらによれば、SNSとは仮想コミュニティーであり、ユーザーはSNS上で
個人のプロファイルを作ったり、実生活での友達と交流したり、共通の興味をベースに

新しい友達と出会ったりできる、と定義 されている(Griffiths, et al., 2014)。 
 
3.3.　使用されているSNS1 

アメリカ人のEメールの使用率は97%で、携帯メールの使用率は88％です。また
若者の間ではSNSが徐々に人気を高めている。そして若い世代のSNSを利用する能力
は、30歳以上の年齢層とのギャップを生み出している。日本では、SNS、特にLINEが
携帯メールにとってかわった。そして友人との軽い会話のために、20代の日本人のう
ち約50％がLINE、約20％がEメール、9％がその他のSNSを使っている(Ishi, 2017)。 

 
3.4. 　使用されているSNS2 

最近の10年間に開発された新しいSNSはゆとり世代よりさとり世代の間で人気
である。一方ゆとり世代ではFacebookやYoutubeなどの古いタイプのSNSを好んで使
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う傾向がある。下の票では特に18歳から24歳までの人たちはSnapchat,とInstagramが
魅力的と思っている。 

 
3.5.　アメリカでよく使われているSNS 

アメリカでは、Eメールや携帯メール、フェイスブック、インスタグラムやス
ナップチャットなどがよく使われている。Dimockによるとアメリカのゆとり世代はコ
ンピューター革命が起きた時代に生まれ、さとり世代は生まれた時から様々なSNSに
アクセス出来る時代に育っている。 
 
3.6.　日本でよく使われているSNS 

ここで、日本でよく使われているSNSについて述べる。日本ではEメールや携帯
メール、フェイスブック、インスタグラム、スナップチャットなどに加えて、ミクシー

やラインやさいとうさん、といったSNSもよくつかわれており、アメリカより種類が
多いです。SNSはディジタル世界の中で人と人をつなげる様々なコミュニケーション
の方法を作り出し、仮想的な空間ですが、現実世界の人間関係と同様に悪影響がユー

ザーにかかる場合もある。 
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3.7. 主なSNSの楮 
 

SNSの楮図から分かるようにそれぞれのSNS特有のインターフェイスやグルー
プ機能、匿名のアクセスなどの有無まとめてある。 
 
 

 Line Facebook Twitter Instagram 

情報検
索 
インター
フェース  

メッセージ 人中心 トレンド ＃タグ中心 

グループ
機能  

あり あり なし なし 

匿名記
名 

 実質記名  記名が基本  選択制／匿名
が大半  

選択制／ 
匿名が大半  

 
 
 

上にある表は代表的なアプリの仕組みです。それぞれの情報検索は少しユニーク

なインターフェースです。特に日本でよく使われているLINEとアメリカでできた
facebookはグループ機能がありあるが、比較的新しいTwitterとInstagramはグループ機
能がなかった。またTwitterとInstagramは匿名でも使われているという点でLINEや
facebookとは異なる。 
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4. コミュニケーションにおけるSNSの影響 
 

 BoaseとKobayashiによると、日本の若者は新しい人間関係を形成するために
SNSを使うが、大人は日常的に会う人と連絡を取り合うために使う。一方、アメリカ
ではSNSは個人的な繋がりのない人とのコミュニケーションに使われている。 
 
 
4.1. コミュニケーションにおけるSNSの影響 (アメリカ) 
 

アメリカでは若者がテクノロジーを巧みに使えるようになった。その一方で、若

者の50％以上は批判的思考、問題解決、文章によるコミュニケーション能力に欠けて
いる。また36％はチームワーク、共同作業、口頭でのコミュニケーション能力が不足
している。 
 
4.2.コミュニケーションにおけるSNSの影響（日本） 
 

正木によればSNSはどこでもアクセス可能で、会話は浅くても便利な為、日本
人はSNSに対してポジティブな考えを持っている。しかし、69％の人は感情表現が難
しいと感じ、63％の人は個人情報の悪用を心配している。 
 
 
5. 研究方法 
 

参加者は、１８歳以上のアメリカ人・日本人８２名ずつで、オンラインアンケー

トによる調査を行った。性別についてアメリカ、日本ともに60％の参加者は女性だっ
た。大部分のアメリカ人と日本人の回答者は大学生ですが、アメリカ人よりも日本人の

方が社会人が多かったです。 
 
 
6. 結果 
 
6.1 研究質問1: コミュニケーションにおいてSNSはゆとり世代とそれ以後の世代にどの
ような役割をはたしているか。 
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図 1： 
 

  

 
携帯メールとeメールはアメリカ人に最もよく使われてるSNSです。その一方

で、日本人はインスタグラムとラインを最もよく使っている（図1参照)。 

図 2： 
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アメリカのゆとり世代とさとり世代はSNSを4-7時間使っているのに対し、日本
のゆとり世代とさとり世代は1-3時間です（図2参照）。 

図 3： 

  

 
アメリカのゆとり世代とさとり世代の大多数は1週間以上、SNSなしでも生活で

きるが、日本のゆとり世代とさとり世代は1日でもSNSがないと生活できないという結
果が出まった（図3参照）。 

図 4： 
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アメリカと日本の大多数のゆとり世代とさとり世代はSNSを人とコミュニケー

ションをとるため、そして娯楽目的で使っている（図4参照）。 
図 5： 
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このSNSの機能について、アメリカ人の多くは中立的な立場ですが、日本人の
48%は興味があると答えた（参照図5）。 

図 6： 

 

  

 
次に、SNSを使うシチュエーションについて、アメリカのさとり世代の約50%

は友達と食事をするとき、SNSを使用することが適切であると言っているが、日本で
は10%未満です（図6参照）。 
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図 7： 

 
 

 
 

 
さらに、年齢別に細かく分析すると、アメリカの22歳〜26歳のグループでは、

約50％が友達と食事をしながらSNSを使用することが適切であると答えたが、日本で
は5％未満だった（図7参照）。 

図 8： 
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さらにアメリカの２７歳から４０歳までのゆとり世代の50%は日本の17%と対

照的に仕事中にSNSを使用することが適切であると答えている（図8参照）。 
 
 
6.2 研究結果１のまとめ 
 

アメリカのさとり世代は日本のさとり世代よりも頻繁にSNSを使っている。
送ったストーリーが自動的に消滅するという機能にアメリカ人より日本人のほうが興味

を惹かれている。アメリカでは日本ほどSNSは日常生活でそれほど大事ではなかっ
た。アメリカのゆとり世代とさとり世代は友人との食事中にSNSを利用することは適
切であると思っているが、日本人は不適切だと思っている。さらにアメリカのゆとり世

代は勤務中のSNSの利用は適切であると思っているが、日本人は不適切だと思ってい
る。22歳から26歳の年齢層はSNSの適切な利用方と利用の頻度の点に対する意見が、
さとり世代に密接に関係している事がわかった。 
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6.3 研究質問２: ゆとり世代とさとり世代でSNS上のコミュニケーションはどのように
異なるか、です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9： 
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自分が送信したメッセージに対して、どのくらいで返信が来ることを期待してい

るか」という質問に対して、18歳から21歳の日本のさとり世代は1時間以内の返信を期
待しているが、アメリカのさとり世代は20分以内の返信を期待している（図9参照）。 
 

 

 

図 10： 

 

  

 
また22歳から26歳の回答者では日本人の50％以上は1時間以内の返信を期待して

いるのに対し、アメリカでは50％以上が10分以内の返信を期待している（図10参
照）。 

 

図 11： 
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２６歳以上の回答者についてはアメリカでも日本でもゆとり世代の大多数は1日
以内に返信を期待している（図11参照）。 

図 12： 
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人と話す時、下記の基本的なコミュケーションスキル（コミュケーション能力）
はどのくらい重要か、と尋ねたところ、とても大事だと答えたのは、日本のさとり世代
では50％以上ですが、アメリカではほとんどが50％以下だった（図12参照）。 

図 13： 

 

  

 
22歳から26歳の人のうち、年上の人に敬意を払うのが大事と答えたのはアメリ

カでは50％以下だったが日本では100％だった（図13参照）。 
図 14： 
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年上の人に対して敬意を払うのがとても大事と答えたゆとり世代は、アメリカで

は約33％だったが、日本では83％だった（図14参照）。 

図 15： 

 

  

 
SNSによって前の質問にあった基本的なコミュケーションスキル（コミュケー

ション能力）が失われている、という意見に関してどう思うか、と尋ねたところ、アメ

リカと日本のゆとり世代の大多数はこの意見に同意した（図15参照）。 
図 16 
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SNSでの会話と直接会話では、どちらの方が良いと思うかと尋ねたところ、ア

メリカの１８歳から２１歳のさとり世代の大多数が「常に会って話す」ことを好みる

が、日本では２５％以下が同じ意見です（図16参照）。 

図 17： 
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アメリカと日本の２２歳から２６歳の大多数は直接会話を好みる 
（図参照17）。  

図 18： 

 

 
 

 
アメリカのゆとり世代では約５０％が直接会話を選んだが、日本では１００％が

直接会話を選んだ（図18参照）。 

図 19： 
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人間関係を作る点において、アメリカのさとり世代の８０％以上は「 SNSを通

して友達を作る」ことを容易に感じているが、日本では50% 弱が同じ意見です（図19
参照）。 

図 20： 

 

  

 
 

一方22歳から２６歳の場合、アメリカ人の大多数がSNSで「告白する」ことは
容易だと答えたが、日本では20%未満が同じ意見です（図20参照）。 
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図 21： 

 

  

 
 

またアメリカのゆとり世代の大多数はSNSで「告白する」ことは容易だと答え
たが、日本では25％がこれと同じ意見です（図21参照）。 
 
6.4 研究結果2のまとめ 
 

アメリカのさとり世代はメッセージの迅速な返信を望んでいて、日本のさとり世

代はメッセージの返信をより長く待つ事ができる。そして、アメリカと日本のゆとり世

代はメッセージの返信をより長く待つ事ができるとわかった。２２歳から２６歳のグ

ループはこの点についてさとり世代に似ている。 
又アメリカより日本では、より多くの回答者がSNS上で目上の人に対して礼儀正しく
ふるまうことを大切にする。 
ほとんどの回答者はSNSによってコミュニケーション能力が失われている事に同意
し、アメリカのさとり世代のほとんどが会って話しをする事を好んでいる。そして、ア

メリカと日本のさとり世代と２２歳から２６歳のグループはSNSを通して恋人を作る
事が容易だと思っている。 
 
 
7. 研究の結論 
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アメリカのさとり世代はさまざまな状況でSNSを快適に使うことができ、又、
日本のさとり世代はSNSに依存している。２２歳から２６歳のグループがゆとり世代
とさとり世代のどちらに帰属するかは先行研究でも重要な要素ですが、私達の研究結果

では彼らはさとり世代に近い方法でSNSを利用している。アメリカではさとり世代は
SNSを娯楽として使い、新しい友人を作ったりしているが、ゆとり世代はSNSを使っ
て交友関係を保つ事と家族と連絡を取る目的として使っている。日本ではゆとり世代と

さとり世代はSNSを交友関係を保つためや、家族と連絡を取り合う方法として使い、
娯楽のためには、使わず、それほど頻繁には、使用しない事がわかった。 
 
8. 研究の限界点と将来の課題 

大多数の回答者は女性が多く、男女の比率が同等ではなかった。さとり世代より

ゆとり世代の回答者が少なかったためデータを一般化する事は難しいかもしれません。

今後、「どうしてそう思うか」という言う理由や就職したゆとり世代とさとり世代が

SNSが職場でのコミュニケーションに与える影響を探求したいと思っている。 
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